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総務民生常任委員会　
先進地行政視察研修

長野県　御代田町・小海町・飯田市
令和６年７月４日（木）・5日 ( 金 )

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
委
員
４
名
が
、

先
進
地
行
政
視
察
研
修
と
し
て
、
長
野
県

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
、
御
代
田
町
、
小
海
町
、
飯

田
市
の
３
市
町
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
先

進
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

〇
７
月
４
日
木
曜
日

 

1 

御
代
田
町 

 

２　
小
海
町 

  「
憩
う
ま
ち
こ
う
み 

 

　

 

リ
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ラ
ピ
ー
」

　

都
市
部
企
業
の
福
利
厚
生
と
し
て
滞
在
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
企
業
と
の
連
携
を
進

め
る
事
業
で
す
。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
、瞑
想
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ト
ッ
ク
ス
の
４
つ
の
要
素
を
組
み
合

わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
セ
ラ
ピ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
養
成
講
座
か
ら
誕
生
し
た
町
民
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
上
部
の
写
真
、
飲
食
店
だ
っ
た
建

物
を
改
装
し
た
、「
憩
う
ま
ち
拠
点
施
設
」
は
、

湖
上
に
浮
か
ぶ
す
て
き
な
施
設
で
す
。

Ｑ　
事
業
費
と
し
て
の
予
算
は
。 

 

Ａ　

�

費
用
は
協
定
（
参
加
）
企
業
か
ら
の
協

賛
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
予

算
と
し
て
は
、
協
定
企
業
を
増
や
す
た

め
の
営
業
活
動
の
た
め
の
出
張
旅
費
の

み
。
協
定
企
業
は
現
在
25
社
ま
で
増
え

て
い
ま
す
。

Ｑ　
何
名
の
職
員
で
担
当
し
て
い
ま
す
か
。 �

Ａ　

�

事
務
局
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
運
営

し
て
い
る
た
め
、
専
属
の
職
員
は
い
ま

せ
ん
。

【
感
想
】
企
業
の
福
利
厚
生
に
着
目
し
、
連
携

し
た
事
業
展
開
は
、
事
業
費
を
協
賛
金
で
ま

か
な
う
ほ
か
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
も
連
携

す
る
な
ど
、
他
事
業
へ
の
広
が
り
が
見
ら
れ
、

大
変
有
益
で
あ
る
と
感
じ
た
。

  「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」 

　

保
育
園
等
に
通
園
し
て
い
な
い
こ
ど
も
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、

多
彩
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
保
育
園
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

Ｑ　
事
前
に
予
約
は
必
要
で
す
か
。 

 

Ａ　

�

事
前
予
約
制
で
す
。
た
だ
し
、
緊
急
の

場
合
は
、
園
長
と
面
接
し
て
対
応
を
判

断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
感
想
】
御
代
田
町
で
は
、
複
式
ク
ラ
ス
を
導

入
し
、
保
育
士
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
。

八
百
津
町
で
は
一
時
保
有
を
実
施
し
て
い
る

が
、
検
討
の
価
値
が
あ
る
事
業
だ
と
感
じ
た
。

  「
高
齢
者
支
え
合
い
ポ
イ
ン
ト
制
度
」 

　

生
き
が
い
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
推
進
を

目
的
に
、
町
内
介
護
保
険
施
設
で
の
活
動
や

配
食
、
サ
ロ
ン
な
ど
、
町
が
認
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て
交
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

Ｑ　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
に 

 
　
　
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
か
。  

Ａ　

�
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
以
降
、
介
護
保
険

施
設
で
の
傾
聴
（
話
し
相
手
）
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
感
想
】
ポ
イ
ン
ト
交
換
制
度
は
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
「
ち
ょ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
」
事
業
で

も
応
用
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
た
。
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安
藤
議
長
が
八
百
津
高
校
を

訪
れ
、
高
校
生
の
自
転
車
通
学

に
お
け
る
交
通
マ
ナ
ー
指
導
強

化
に
つ
い
て
、
岩
島
校
長
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
谷
川
総
務
民
生
常

任
委
員
長
は
、
交
通
安
全
協
会

八
百
津
支
部
に
協
力
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

高
校
生
の
通
学
経
路
と
危
険

箇
所
に
つ
い
て
、
加
藤
議
員
が

独
自
に
調
査
し
た
結
果
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

町
内
に
は
路
肩
の
狭
い
道
路

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ゆ
ず
り
あ

い
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
交

通
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

高校生の自転車通学を
安全に！

 

研
修
を
終
え
て･･･ 

　

今
回
の
先
進
地
行
政
視
察
研
修
で
は
、
長
野
県
の
３
つ
の
市
町
を
訪
れ
、
総
務

民
生
常
任
委
員
会
所
管
に
関
係
す
る
先
進
事
例
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

そ
の
ま
ま
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
既
存
の
事
業
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
い

と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、
八
百
津
町
ら
し
さ
を
残
し
な
が
ら
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

で
き
る
と
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
活
か
し
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
、
政
策

提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。　

�

総
務
民
生
常
任
委
員
会　
委
員
長　
長
谷
川
泰
幸

�

委　
員　
後
藤　
一
夫

�

委　
員　
後
藤
香
代
里

�

委　
員　
渡
邊　
成
章

〇
７
月
５
日
金
曜
日

 

３　
飯
田
市 

　
「
既
存
配
電
系
統
を
活
用
し
た
地
域
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」 

　
「
２
０
５
０
年
い
い
だ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」の
飯
田
市
で
は
、「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

い
い
だ
」
を
基
幹
電
源
に
、
既
存
の
配
電
系

統
を
利
用
し
た
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を

構
築
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
工
事
や
独
自
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
な
い
た
め
、
構
築
コ
ス
ト
が
低
減
で
き
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
、
エ
リ
ア
内
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
共
同
利
用
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

�

Ｑ　

 

財
源
措
置
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

Ａ　

�

事
業
費
の
財
源
の
う
ち
３
分
の
２
は
国

の
交
付
金
、
残
り
は
一
般
財
源
で
す
。

事
業
の
進
捗
に
関
し
て
、
毎
年
国
の
厳

し
い
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
感
想
】
ま
だ
動
き
だ
し
た
ば
か
り
の
事
業
で

あ
る
が
、
環
境
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
し
、
市
の

魅
力
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
取
り
組

み
で
も
あ
る
。

　

既
存
の
魅
力
を
基
に
事
業
展
開
を
し
て
い

る
こ
と
、
学
校
を
ハ
ブ
と
す
る
各
家
庭
へ
の

啓
発
に
つ
い
て
も
良
い
手
法
で
あ
る
と
感
じ

た
。
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66月 月 定例会定例会
●�八百津町総合計画審議会設置条例の一部を�
� 改正する条例（専決処分）など　全議案を可決・承認

令和６年第２回定例会は、去る６月６日に招集され、同月 14日まで９日間の会期で開かれました。
本会議初日の６日には、金子町長から行政報告と提案理由が説明され、続いて、執行部から提出議案 18件

について議案説明が行われました。次いで、各議案に対する質疑が行われた後、各常任委員会にそれぞれ議
案の審査が付託されました。
本会議２日目の 14日には、３名の議員が一般質問を行いました。この様子はＣＣＮｅｔで生中継、録画放

送され、動画の配信もされています。その後、各常任委員会委員長から、付託された案件についての審査の
経過および結果の報告があり、採決の結果、全議案を原案のとおり可決・承認し、今定例会を閉会しました。

  基本目標１  笑顔で寄り添う福祉と健康のまちづくり  
○住民税均等割のみ課税世帯給付金給付事業�� �670 万 1000円�
○低所得世帯への子ども加算給付金給付事業�� �316 万 6000円

  基本目標２  快適な生活を過ごせる安心・安全なまちづくり �
○石川県穴水町　能登半島地震支援寄附金等�� �2116 万 4000円

  基本目標４  ともに考え、ともに創る魅力・にぎわいのあるまちづくり  
○定額減税に係るシステム改修委託料�� �173 万 3000円

主な事業を第５次総合計画の基本目標に沿って説明します。

総合計画審議会委員は３５名。
議員だけでなく、各行政委員、

各種団体の役員、学識経験者など
が参加しています。
さらに委員の２０％（７名）は

公募によって選出されています。

ピックアップ

６月１１日に開催された総合計画審議会の様子  
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 ６月定例会　議案等の審議結果 ６月定例会　議案等の審議結果 全ての議案が全会一致で承認・可決されました。

議決結果：◎…可決、承認、同意　✕…否決、不承認、不同意
賛否状況：○…賛成　✕…反対　ー…議長は採決に加わらない

結　
　
　
果

ア
デ
ィ
エ　
三　
恵

渡　
邊　
成　
章

後　
藤　
一　
夫

安　
藤　
峰　
行

後　
藤　
香
代
里

赤　
塚　
孝　
博

長
谷
川　
泰　
幸

加　
藤　
良　
治

林　
　
　
俊　
宏

三　
宅　
和　
行

主な内容

議案番号 議　　案　　名

議案第 21 号
専決処分した事件の承認について（八百津町総合計
画審議会設置条例の一部を改正する条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 八百津町総合計画策定にあたり、町民の審議会への参画のた
め条例の一部を改正するもの

議案第 22 号
専決処分した事件の承認について（八百津町税条例
の一部を改正する条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 地方税法等の一部を改正する法律等の公布に伴い、条例の一
部を改正するもの

議案第 23 号
専決処分した事件の承認について（八百津町国民健
康保険税条例の一部を改正する条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 地方税法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、条例の
一部を改正するもの

議案第 24 号
専決処分した事件の承認について（八百津町指定居
宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準の一
部改正に伴い、条例の一部を改正するもの

議案第 25 号

専決処分した事件の承認について（八百津町指定介
護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する
条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの

議案第 26 号
専決処分した事件の承認について（八百津町指定地
域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例）　

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの

議案第 27 号

専決処分した事件の承認について（八百津町指定地
域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例）　

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、
条例の一部を改正するもの

議案第 28 号
専決処分した事件の承認について（令和５年度八百
津町一般会計補正予算（第１２号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ２１１６万４０００円を追加し、
予算総額を６６億９３５７万円とする

議案第 29 号
専決処分した事件の承認について（令和５年度八百
津町一般会計補正予算（第１３号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ４億円を追加し、
予算総額を７０億９３５７万円とする

議案第 30 号
専決処分した事件の承認について（令和５年度八百
津町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １５９万６０００円を追加し、
予算総額を２億１９９万６０００円とする

議案第 31 号
専決処分した事件の承認について（令和６年度八百
津町一般会計補正予算（第１号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １７３万３０００円を追加し、
予算総額を６１億８３７３万３０００円とする

議案第 32 号
八百津町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に
伴い、小規模保育事業所Ａ型、小規模保育事業所Ｂ型、保育
所型事業所内保育事業所及び小規模型事業所内保育事業所の
職員配置基準の見直しを行うため、条例の一部を改正するも
の

議案第 33 号 八百津町下水道条例の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 下水道法施行令の一部改正に伴い、条例の一部を改正するも
の

議案第 34 号 令和６年度八百津町一般会計補正予算（第２号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １億４７０３万９０００円を追加し、
予算総額を６３億３０７７万２０００円とする

議案第 35 号
令和６年度八百津町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ５９万４０００円を追加し、

予算総額を１３億７０５９万４０００円とする

議案第 36 号 財産の取得について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 機器の老朽により職員用デスクトップパソコンを更新するこ
とについて、議会の議決を求めるもの

議案第 37 号
岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び
規約の変更について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の
改正を行うため、規約の一部を改正するもの

議案第 38 号 町道の路線廃止及び変更について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 新丸山ダム整備事業に関連した事業に伴う路線の廃止・変更
について、議会の議決を求めるもの

　

６
月
４
日
（
火
）、

岐
阜
県
環
境
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
「
第
23
回

浄
化
槽
実
務
者
研
修

会
」
に
５
名
の
議
員
が

参
加
、
そ
の
後
、
新
し

い
岐
阜
県
議
会
の
議
場

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
場
は
、
令
和

５
年
１
月
に
完
成
し
た

も
の
で
、
県
内
産
の
木

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
参
加
議
員
：
安
藤
議

長
、
林
議
員
、
加
藤
議

員
、
ア
デ
ィ
エ
議
員
、

渡
邊
議
員
）

浄化槽実務者研修に参加、
県議会議場を見学
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２
１
１
６
万
４
千
円

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

普
通
交
付
税
な
ど
の
歳
入
に
よ
り
、
積
立
金
を
増

額
す
る
も
の
で
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
諸
支
出
金
の
追
加　

 
 

４
億
円

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
納
し
た
保
険
料
が
想
定
以
上
だ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
納
付
金
に
不
足
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

▼
納
付
金
の
追
加　

 
 

１
５
９
万
６
千
円

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算　
（
第
１
号
）

　

定
額
減
税
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
る
も
の

で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加　

 
 

１
７
３
万
３
千
円

 

条
　
例

▼
八
百
津
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例　

　

厚
生
労
働
省
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
の
制
度
と

し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
結　

果
】　

可
決

▼
八
百
津
町
下
水
道
条
例

　

下
水
道
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

 

予
　
　
算

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算 

 

（
第
２
号
）

　

主
な
内
容
は
、
定
額
減
税
で
減
税
し
き
れ
な
い
場

合
の
調
整
給
付
金
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
金
の

返
還
金
な
ど
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加　

 
 

３
０
万
７
千
円

▼
民
生
関
係
の
追
加　

 
 

１
億
３
０
６
２
万
円

▼
農
林
水
産
業
関
係
の
追
加

　

 
 

１
３
１
３
万
８
千
円

▼
商
工
関
係
の
追
加　

 
 

２
５
４
万
９
千
円

▼
教
育
関
係
の
追
加　

 
 

４
２
万
５
千
円

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加　

 
 

５
９
万
４
千
円

 

そ
の
他

▼
財
産
の
取
得

　

職
員
用
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
56
台
を
更
新
す

る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

▼
町
道
の
路
線
廃
止
及
び
変
更
に
つ
い
て

　

新
丸
山
ダ
ム
整
備
事
業
に
伴
い
、
路
線
を
廃
止
・

変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

  
主
に
こ
ん
な
こ
と
が

主
に
こ
ん
な
こ
と
が
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

 
専
決
処
分

▼
八
百
津
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
ら
の
条
例
は
、
上
位
法
（
国
の
法
律
）
等
の一

部
改
正
に
よ
り
、
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

承
認

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

　

町
が
代
理
で
受
付
し
た
石
川
県
穴
水
町
へ
の
寄

附
金
で
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
能
登
半
島
地
震
穴
水
町
支
援
寄
附
金
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ＱＱ��　

総
合
計
画
審
議
会
に
つ
い
て
、
町
か
ら
の
依

　

総
合
計
画
審
議
会
に
つ
い
て
、
町
か
ら
の
依

頼
に
よ
る
委
員
は
何
名
で
す
か
。

頼
に
よ
る
委
員
は
何
名
で
す
か
。

ＡＡ  　

町
か
ら
は
、
公
職
者
な
ど

　

町
か
ら
は
、
公
職
者
な
ど
2828
名
の
委
員
に
依

名
の
委
員
に
依

頼
し
ま
し
た
。

頼
し
ま
し
た
。

ＱＱ��　

指
定
介
護
予
防
支
援
に
つ
い
て
、
面
接
に
使

　

指
定
介
護
予
防
支
援
に
つ
い
て
、
面
接
に
使

用
で
き
る
テ
レ
ビ
電
話
装
置
と
は
ど
の
よ
う
な

用
で
き
る
テ
レ
ビ
電
話
装
置
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

も
の
で
す
か
。

ＡＡ  　

医
師
や
職
員
と
顔
を
見
て
や
り
取
り
で
き
る
、

　

医
師
や
職
員
と
顔
を
見
て
や
り
取
り
で
き
る
、  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
こ
と
を
さ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
こ
と
を
さ

し
ま
す
。

し
ま
す
。

ＱＱ��　

取
得
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
パ

　

取
得
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
パ

ソ
コ
ン
を
取
得
し
ま
す
か
。
ま
た
、
入
札
業
者

ソ
コ
ン
を
取
得
し
ま
す
か
。
ま
た
、
入
札
業
者

は
何
社
で
し
た
か
。

は
何
社
で
し
た
か
。

ＡＡ  　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
系（
個
人
情
報
取
扱
業
務
用
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
系（
個
人
情
報
取
扱
業
務
用
）  

の
パ
ソ
コ
ン
で
す
。
指
名
業
者
５
社
に
よ
る
入

の
パ
ソ
コ
ン
で
す
。
指
名
業
者
５
社
に
よ
る
入

札
を
行
い
ま
し
た
。

札
を
行
い
ま
し
た
。

ＱＱ��　

交
付
金
が
返
還
と
な
る
森
林
整
備
事
業
に
つ

　

交
付
金
が
返
還
と
な
る
森
林
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
で
す
か
。

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
で
す
か
。

ＡＡ  　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
よ
り
実

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
事
業
で
、
民
有
林
の
境
界
確
認
や
、

施
さ
れ
た
事
業
で
、
民
有
林
の
境
界
確
認
や
、

森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る
事
業
で
す
。

森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る
事
業
で
す
。 

 
 

 

　

森
林
経
営
計
画
の
期
間
は
５
年
間
に
設
定
さ

　

森
林
経
営
計
画
の
期
間
は
５
年
間
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
間
伐
な
ど
の
施
業
を

れ
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
間
伐
な
ど
の
施
業
を

実
施
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
、
交
付
金
返

実
施
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
、
交
付
金
返

還
の
該
当
に
な
り
ま
し
た
。

還
の
該
当
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
会

委
員
会
で
の
で
の
主主
なな
質
問
質
問

　

７
月
22
日
（
月
）、
議
員
全
員
が
「
分

か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
研
修
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

八
百
津
町
議
会
で
は
、『
よ
り
開
か
れ

た
議
会
』
を
目
指
し
、
今
年
度
は
多
く

の
研
修
を
企
画
、
議
会
力
ア
ッ
プ
の
た

め
の
学
び
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
論
理
的
思
考
を
鍛
え
、

話
す
内
容
を
整
理
、
実
践
形
式
で
話
す

技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
は
、「
内
容
を
整
理
し

て
か
ら
話
す
こ
と
で
、
意
図
が
伝
わ
り

や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
今
日
の

学
び
を
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話

で
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

林
俊
宏
議
員
と
、
舘
林
久
宜
前
議
員

が
、
岐
阜
県
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

岐
阜
県
功
労
者
表
彰
は
、
各
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
方
を
広
く
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「分かりやすい説明の仕方研修」を実施

岐阜県功労者表彰を受章
まだまだ暑い日が

続きます
熱中症に

ご注意を！
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一 般 質 問 〜 主な質問と答弁の趣旨 〜

質　 問 　者 質　　　　問　　　　事　　　　項

林　　　俊　宏 ○帯状疱疹予防接種について

長谷川　泰　幸 ○カスタマーハラスメントについて

赤　塚　孝　博 ○人間ドックの受診費用助成について

一般質問と答弁は、質問議員本人の文責で掲載しています。

一般質問を動画配信しています ぜひご覧ください
「YouTube 八百津町議会チャンネル」

林 俊宏 議員    「帯状疱疹予防接種について」

　町民の健康維持と福祉の充実のため、今年度から５０歳以上への帯状疱
疹予防接種の接種費用の助成が始まった。助成内容と、現在までの申請状
況は。

問1-1

　予防接種の啓発のため、継続的な広報が必要と考えるが、今後の計画は。問1-2
動画をチェック！

助成対象のワクチンには２種類あります。生ワクチンと不活化ワクチンです。生ワ
クチンの予防効果は５年間程度、接種回数は１回です。また、不活化ワクチンの予防
効果は１０年以上で、２回の接種が必要です。助成金額は、生ワクチンが 4,000 円、
不活化ワクチンが 1 回１万円です。不活化ワクチンは 2 回まで助成できます。

令和６年５月 31 日時点で、男性８名、女性 19 名の 27 名から申請をいただいて
います。年代別では、50 代３名、60 代３名、70 代 10 名、80 代 11 名で、70 代
以上の方の接種が多い状況です。ワクチンの種類別では、生ワクチンが 18 名、不活
化ワクチンが９名です。

町民のみなさまには、３月 29 日にやおつーしんで、また、広報やおつ４月号、町
ホームページで周知を行っています。

また、事業の実施にあたり、町内医療機関を訪問して説明を行うとともに、啓発チ
ラシの掲示をお願いしています。

ご指摘のとおり、啓発のために継続した広報活動が必要ですので、引き続き、広報
やおつの保健センターだよりのページを活用するなどして、周知を図っていきます。

答1-1

答1-2

（岩井健康福祉課長）

（岩井健康福祉課長）
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長谷川 泰幸 議員    「カスタマーハラスメントについて」

　カスタマーハラスメントから職員を守るため、また、効率的な業務遂行
の観点から、カスハラ対策の強化が必要と思われる。
　名札の名字のみの表記、対応マニュアルの共有徹底、対応専用室の確保
と共有、職員相談窓口の設置・運用、警察・弁護士との連携など、実施し
ている対策と、今後の対応について伺う。

問1

議員ご質問の具体的な対策について、ご説明いたします。
・名札の名字のみの表記 ･･･ 名札の顔写真の廃止とフルネーム表記の変更を検討しています。
・ 対応マニュアルの共有徹底 ･･･ 以前から使用している「不当要求行為等対応マニュアル」　をカスタマーハラスメ

ントを含む形に改訂しています。
・ 対応専用室の確保と共有 ･･･ 会議室の確保に苦慮することがあり、対応専用室として確保することは非常に難しい

状況です。
・ 職員相談窓口の設置・運用 ･･･「八百津町職員のハラスメント防止対策要綱」に相談窓口を秘書室に置くと定めて

います。また、「八百津町不当要求行為等対策委員会」を運用します。
・ 警察・弁護士との連携 ･･･「届出・相談が迅速に行えるよう日頃から警察署との連携を密にしておく」とマニュア

ルにもあるように、連携を図り、安心・安全のまちづくりに努めています。また弁護士とは、いつでも連携が取れ
る体制にあります。

答1 （上野総務課長）

赤塚 孝博 議員    「人間ドックの受診費用助成について」
　人間ドックの受診費用助成について、国民健康保険被保険者数および後
期高齢者医療被保険者数、健康診査受診者数と、過去５年間の人間ドック
受診費用助成申請者数を伺う。

問1-1

　後期高齢者医療被保険者を対象とした人間ドック受診費用の一部を助
成している県内市町村の数は。問1-2

　後期高齢者医療被保険者を対象とした人間ドック受診費用の一部助成
を取り入れていく考えはあるか。問1-3

国民健康保険被保険者数は令和４年度末で 2,298 人、後期高齢者医療被保険者数 2,341 人です。健康診査の受診者
数は令和４年度 916 人、受診率は 51.7％で、人間ドック助成申請者も含まれています。ぎふ・すこやか健診の受診者
数は 415 人、受診率は 19.8％です。

過去５年間の人間ドック受診費用助成申請者数ですが、令和元年度 70 人、令和２年度 69 人、令和３年度が 72 人、
令和４年度 77 人、令和５年度が 72 人です。

答1-1 （後藤町民課長）

現在、県内で後期高齢者医療の被保険者を対象とした人間ドック受診費用助成を行って
いる市町村は 42 市町村中、７市４町 1 村の 12 市町村です。

答1-2 （後藤町民課長）

後期高齢者医療の被保険者には、生活習慣病の早期発見・早期治療を目的に、ぎふ・す
こやか健診の受診勧奨を進めています。人間ドック受診費用助成については、すでに実施
している市町村を調査、研究したいと考えています。

答1-3 （後藤町民課長）

動画をチェック！

動画をチェック！
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反問権とは ･･･
　町長をはじめとする町執行部（答弁者）が、
質問者（議員）に対して問い返すことができ
る権利のことです。
　議員からの質問に対して、内容を確認し、
論点を明確にすることを目的としています。

反
問
権
行
使
の
な
が
れ

 

町
執
行
部 �

…
…�

反
問
の
申
し
出

『
た
だ
い
ま
の
〇
〇
議
員
の
質
問
に
対
し
、
反
問
権
の
行
使
を

許
可
願
い
ま
す
』

 

議　
　
長  

…
… 

反
問
権
行
使
の
許
可

『
反
問
権
の
行
使
を
許
可
し
ま
す
』

 

町
執
行
部 �

…
…�

反
問

『
〇
〇
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
、･････

と
い
う
趣
旨
で
よ
ろ

し
い
で
す
か
』

 

議　
　
長 �

…
…�

回
答
す
る
議
員
の
指
名

『
○
番　
〇
〇
君
』

 

議　
　
員 �

…
…�

回
答

『
執
行
部
か
ら
の
反
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
・
・
・
に
つ
い
て
は
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
す
』

 

議　
　
長 �

…
…�

執
行
部
を
指
名

『
反
問
に
対
す
る
回
答
が
さ
れ
ま
し
た
が
、よ
ろ
し
い
で
す
か
』

 

町
執
行
部   

※
再
質
問
の
場
合
も
。

（
議
員
の
回
答
で
よ
け
れ
ば
）

『
こ
れ
で
、
反
問
を
終
了
い
た
し
ま
す
」

 

議　
　
長 �

…
…�

反
問
権
の
終
了
を
宣
言

『
以
上
で
、
反
問
権
の
行
使
を
終
了
い
た
し
ま
す
』

反
はん

問
もん

権
けん

を
導入しました
~令和6年 8月 1日施行~

　
６
月
３
日（
月
）に
行
わ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、

町
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
反
問
権
の
認
定
に
関
す
る
要
望

書
』
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
い
て
、
町
執
行
部
は
『
説
明
員
』
と
し
て
出
席
し

て
い
ま
す
。

　
会
議
は
議
案
な
ど
に
対
す
る
町
執
行
部
の
説
明
に
対
し
、
議

員
が
質
問
し
、
町
執
行
部
が
答
弁
（
説
明
）
を
行
う
形
で
進
行

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
説
明
員
で
あ
る
町
執
行
部
か
ら
の
質
問
が
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
議
員
か
ら
の
質
問
の
趣
旨
や
論

点
、
根
拠
な
ど
が
伝
わ
り
に
く
く
、
議
論
に
ズ
レ
が
生
じ
る�

お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
問
す
る
議
員
に
は
、
質
問
回
数
の
制
限
が
あ
り
、

十
分
な
議
論
が
で
き
な
い
ま
ま
質
問
を
終
え
る
可
能
性
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町
執
行
部
に
反
問
権
を

付
与
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
論
点
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
反
問
権
の
付
与
に
よ
り
、
行
政
と
議
会
と
の
対

話
、
情
報
共
有
を
強
化
し
、
よ
り
効
率
的
か
つ
透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
・
議
会
運
営
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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リトアニア カウナス市を訪問

藤本隆司さん　高齢者叙勲（旭日単光章）を受章

　
５
月
６
日
か
ら
11
日
の
６
日
間
、安
藤
峰
行
議
長
が
、

金
子
町
長
と
と
も
に
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ

ア�
カ
ウ
ナ
ス
市
を
訪
問
、
日
本
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
文

化
交
流
イ
ベ
ン
ト
『
ジ
ャ
パ
ン
デ
イ
ズ
in
カ
ウ
ナ
ス
Ｗ

Ａ
！
』
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
現
地
幼
稚
園
や
ス
ギ

ハ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
視
察
し
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
安
藤
議
長
は
、「
初
め
て
カ
ウ
ナ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

景
色
が
美
し
く
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
。
杉
原
氏
の
人
道

精
神
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
『
リ
ト
ア
ニ
ア
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』
や
『
や
お
つ
カ
ジ
ュ
カ
ス
』

な
ど
、
町
で
も
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
文
化
交
流
の
催
し
が

多
数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
っ
て
両
国
の
相
互
理
解
を
深

め
、
心
の
交
流
を
活
発
に
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町

か
ら
、
伊
岐
津
志
在
住
の
今

瀬
は
る
み
さ
ん
が
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

久
田
見
在
住
の
藤
本
隆
司
さ
ん
が
、
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
６
月
10
日
、
役
場
公

室
で
金
子
町
長
か
ら
賞
状
と
勲
章
の
伝
達
を

受
け
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
、「
す
ば
ら
し
い
章
を
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
八

百
津
町
の
町
政
を
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
ま

す
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
語
り

ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
昭
和
11
年
３
月
18
日
生
ま
れ

の
88
歳
。
昭
和
62
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で
の

３
期
12
年
間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
８
年
９
月
か
ら
１

年
間
は
議
長
を
務
め
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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［4月］ 
� 1日� ○町職員辞令交付式
� � ○町教職員宣誓式
� 6日� ○町消防友の会総会
� � ○自治会長会
� 7日� ○消防団入退団式
�16日� ※固定資産評価審査委員会
�19日� ○議会全員協議会
� � ○新丸山ダム工事概要説明会
�22日� ○岐阜県奉迎委員会設立総会
�25日� ※例月出納検査
�26日� ※随時監査

［5月］ 
� 2日� ○議会だより編集委員会
� 6日~11日�
� � ○議長リトアニア訪問
�12日� ○町体育協会スポーツ大会
�15日� ○議会全員協議会
� � ○可茂町村議会議長会
�17日� ○�新丸山ダム建設促進期成同盟会通

常総会
�21日~22日�
� � ○全国町村議会議長・副議長研修会
�21日� ○町商工会通常総会
�24日� ○可茂地域市町村議会議長会
�25日� ○シルバー人材センター総会
�27日� ※例月出納検査
�28日� ※随時監査
�29日� ○町老人クラブ連合会総会

［6月］ 
� 2日� ○加茂郡体育大会
� 3日� ○議会運営委員会
� � ○県町村議会議長会評議員会
� 4日� ○浄化槽実務者研修会・県庁視察
� 6日� ○議会全員協議会
� � ○第2回議会定例会開会
� 9日� ○町青少年を育てる会
�10日� ○高齢者叙勲（旭日単光章）伝達式
�11日� ○町総合計画審議会
�12日� ○建設文教常任委員会
� � ○総務民生常任委員会
�14日� ○議会全員協議会
� � ○第2回議会定例会閉会
�25日� ※例月出納検査
�26日� ※随時監査
�28日� ※公営企業会計決算審査

議
会
日
誌
（
令
和
6
年
4
月
か
ら
6
月
）

議会だより 8 月号編集委員会

八百津町議会次回の定例会は

9 月12 日（木） 
開会の予定です

一般質問の様子はCCNet　地デジ 12ch�で�
生中継 · 録画放送されます

詳細は議会事務局までお問い合わせください�

☎４３-２１１１( 内線２３０３)

一般質問
動画配信中！
ぜひご覧ください
「YouTube 八百津町議会チャンネル」

チャンネル登録
お願いします

議会だより編集委員会　　　　　　　　
安藤�峰行�議長　　　��後藤�一夫�副議長
アディエ�三恵�議員　��渡邊�成章�議員　


